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1920-30年代初頭の海外ジードルンク計画に込められた理想の都市像 

雑誌『国際建築』に紹介された記事・論考の分析 

The ideal city image included among an overseas Siedlung in 1920’s and the beginning in 1930’s 

 An analysis of articles published in a magazine ”international architecture” 
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Referring to the magazine "Kokusai-Kenchiku (International Architecture)" published on that time in Japan, this paper reads the 

urban philosophy, time background in German and other foreign countries in later 1920s and early 1930s, and ideal social, urban 

image which was put in Siedlung plan, and analyzes and clarifies how Siedlung plan has been introduced to Japan, how it was 

reflected to Japan's urban formation, and how it has been planned based on time background, theory, thought, and urban plan. 

 

１． 研究目的 

1920 年代後半から 1930 年代前半のドイツやその他

海外の都市理念や時代背景，ジードルンク計画に込め

られた理想の社会・都市像を読み取り，それらが日本

にどのように紹介されてきて，影響を与え，どのよう

に日本の都市形成に反映されたのか，その際に，ドイ

ツや他国の時代背景や理論，思想や都市計画なども踏

まえて計画されているのかについて，明らかにする． 

２． 研究方法 

海外のジードルンク計画が日本にどのように伝えら

れたのかについて，日本の当時の雑誌を一次資料とし

て，ジードルンクや集合住宅，その他関連する記事を

見つけ出して，年表にする．その年表を用いて，それ

らの記事がどのような切り口で書かれているのかにつ

いて，テーマを決めて分類し，分析を行っていく． 

３． 本論 

３－１．『国際建築』 

 当時の日本にどのように海外のジードルンクが紹介

されたのかについて調査するには，実際に紹介してい

る文献を見つけ，どのように書かれているのかを読む

ことがより正確に調べることができると考えられる．

そのため当時の日本で，建築や住宅を扱い，特に海外

の建築や建築に関する技術，新しい建築物を紹介して

いた雑誌を１次資料として用いて，検討，分析を行っ

た．『国際建築 復刻版』の第 6 巻から第 21 巻（1928

‐1935）までを用いて，ジードルンクや集合住宅，そ

の他関連する記事を年表にまとめ，それらの記事がど

のような視点で記されているのか，についてキーワー

ドを決めて分析を行った． 

対象とした『国際建築 復刻版』は，大正 14年に国

際建築協会が創刊した『国際建築時論』の後継誌であ

る『国際建築』の戦前版である 182 号分を全 3 回で復

刻したものであり，蔵田周忠や岸田日出刀など当時の

有名建築家の寄稿による，海外のモダニズム建築等の

日本建築界における克明な記録である． 

３－２．『国際建築』に書かれたジードルンク 

ジードルンクや集合住宅，アパートメント等につい

て取り上げられている記事を見つけだして，読み込み，

年表の作成を行った．その際に分析の手掛かりとなる

ように，どのような視点で書かれているのかについて，

都市計画，田園都市などに加えて，時代背景，建築思

想の 4項目に分類した，今回の調査，分析において，

ジードルンク，集合住宅，またそれらに関連する記事

は，海外について 77件あり，その他に，写真や図面の

みの紹介記事が，海外について 73件，国内について 7

件見つかった．国際建築は，国外の建築について主に

取り上げて記事にしているが，当時の日本の最新建築

については時折取り上げられるが，海外建築との比較

として示されることがほとんどであった． 

３－３．時代背景、建築思想について 

1928 年から 1935 年までにどのようにジードルンク

等が紹介されているかについて，３－２．で示した４

項目から傾向を読んでいく．この項では時代背景，建

築思想の 2項目に注目して分析した． 

 時代背景についての視点をもった記事は 32 件あり，

ジードルンクについての記事の半分には満たないが，

文献を読み始める前までは，当時の雑誌でのジードル

ンクの紹介のされ方は，「ダマーシュトック・ジードル

ンクの記録」のようなものであると考えていたため，

当初の想定を超えて，多くの記事が設計当時の背景を
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示していて，日本に伝えていたことが分かる．また，

その中でも蔵田周忠によって書かれた記事はほとんど

が時代背景を加味して書かれていることがわかる．こ

のことから，蔵田によって書かれた記事が『国際建築』

の中には多いことも影響しているが，蔵田の記事は，

日本に技術やデザインとして海外の事例を紹介してい

るのではなく，これに至る経緯や背景をも日本に伝え

ていたと言える． 

建築思想に関して示されている記事は，43件で約半

分の記事は思想について記されていることになる．時

代背景の時と同様に，蔵田の手掛けた記事のほとんど

が思想についても記されている． 

３－４．都市計画や田園都市について 

３－３．と同様に，都市計画，田園都市について書

かれている記事について分析した． 

 都市計画について書かれている記事は 31 件で，それ

らのほとんどが都市計画法について触れているもので

あり，実際のジードルンクの計画が都市とどのように

関係を持っているのか，都市のなかでジードルンクが

どのような役割を果たすのか，について示されている

ものは見受けられなかった． 

 田園都市について書かれている記事は 9 件で，田園

都市の理念や計画を参考にジードルンクの計画が行わ

れているとされているのにも関わらず，非常に少ない

ことから，日本へ紹介される際に何らかの理由で省略

されてしまったのではないかと推測できる． 

時代背景，建築思想，都市計画，田園都市について

すべて示されている記事の中で，ブルーノ・タウトに

よって書かれた記事には，「ジードルンクとは、単なる

家の集まりでもなければ、都市の或一部分を指すもの

でもない。「ジードルンク」とは一つの経済単位であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。」［２］と説明していることからも読み取れるが，タ

ウトの理想とする都市像を実現するべくして建設され

てきたジードルンクは，単なる建築技術ではなく，た

だの新しい住宅の設計手法でもなく，1 つの都市を形

成することであり，そのようにジードルンクを捉える

ようにと日本へ伝えていると言える． 

３－５．結論 

日本へ紹介された海外のジードルンクは，蔵田周忠

ら当時の建築家によって書かれた記事が多く，それら

の記事では建設された国の当時の時代背景や建築家や

都市計画家の建築思想については示されているものが

多いことから，ジードルンクを最先端の技術として形

やデザインだけを取り入れようと紹介していたわけで

はないことが読み取れた．また，都市計画や田園都市

については，ジードルンクと関連して示されているも

のは少なく，特に都市計画については，都市の中での

あり方や都市にどのようにアプローチしていくか，と

いった記事ではなく，行政の都市計画法に則った内容

のものがほとんどであったため，ジードルンクの計画

がどのように都市形成に影響を与えてきたのか，都市

に対してどのように計画されたのかについては，『国際

建築』からは，日本へ紹介されていないに等しい，と

いう結論となった． 
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巻数 号数 ページ数 タイトル 著者 時代背景 建築思想 都市計画 田園都市 巻数 号数 ページ数 タイトル 著者 時代背景 建築思想 都市計画 田園都市

第7巻（1928）　7月‐12月 第9号 121-128 田園住宅地の経営について 一森　敏郎 ● ● 第4号 285-295 住宅の変遷と住宅研究の発展 白鳥　義三郎 ● ●
第12号 488-490 国際雑記 蔵田　周忠 ● 296-301 ヒルバアスアイマア氏の平屋建住宅地域 蔵田　周忠 ● ●

第8巻（1929）　1月‐6月 第1号 32-36 国際雑記 蔵田　周忠 ● 302-310 DAS AUFBAUHAUS 足立　一郎 ● ●
第3号 153-155 国際雑記 蔵田　周忠 ● 316-320 ダマーシュトック・ジードルンクの記録 山田　守編 ●

第10巻（1930）　1月‐6月 第1号 41-45 オランダの建築 岸田　日出刀 ● ● 第5号 389-396 成長する家 牧野　正巳 ● ● ●
49-52 和蘭ヒルベルシウム 大内　秀一郎 ● 397-400 DOMO DINAMIKA 山越　邦彦 ●
53-66 ドゥトック氏の作品 蔵田　周忠 ● ● ● 419-435 ブルーノ・タウト 蔵田　周忠 ● ● ●
67-70 第二回国際新建築会議 ● 477-478 現代建築と日本 ブルーノ・タウト ● ● ●

第2号 136-144 第二回国際新建築会議詳報 川喜田　煉七郎 ● 491-493 ダマーシュトック・ジードルンクの記録【３】 山田　守 ● ●
第5号 424-425 生活最小限住宅 ● 第17巻(1933)　　7月‐12月 第7号 23-29 WACHSENDE HAUSのこと 蔵田　周忠 ●

489-509 ソウェート・ロシアの新建築 川喜田　煉七郎 ● ● ● 30-37 成長する家【２】 牧野　正巳 ● ●
第11巻（1930）　7月‐12月 第9号 221-225 住宅問題随想 中村　寛 ● ● 第8号 127-136 成長する家【３】 牧野　正巳 ● ● ●

226-229 欧州新興ジードルンク所見 山田　守 ● 400-407 ”RATIONELLE BEBAUUNGSWEISEN”を評して、伯林工科大学に於ける ブルーノ・タウト

230-244 フランクフルトの集合住宅 川喜田　煉七郎 ● ● ● 余の住居建築に住居集区問題に関する演習に及ぶ 秋元　惇明訳

245-250 国際雑記【13】 蔵田　周忠 ● ● ● 第12号 461-463 1933年の回顧 市浦　健 ● ●
第10号 313-318 国際雑記【14】 蔵田　周忠 ● ● ● 464-475 「建築家」のための建築小史【４】 香川　三郎 ● ●

第12巻(1931)　　1月‐6月 第2号 186-193 エス・エス・エス・エルに於ける住宅問題展望 図師　嘉彦 ● ● 第18巻(1934)　　1月‐6月 第5号 446-456 現代都市計画法概要 白鳥　義三郎 ●
206-208 ルックハルト及アンカー事務所の作品展 ● 第6号 525-527 装飾は遂に亡びざりき 牧野　正巳 ● ●
275-284 ルックハルト及アンカー事務所の近作住宅 蔵田　周忠 ● ● 第19巻(1934)　　7月‐12月 第9号 307-310 日本へのジードルング ブルーノ・タウト

第4号 347-356 アドルフ・ロース 蔵田　周忠 ● ● 上野　伊三郎訳

364-366 アパートメントの室内図解と数字 豊口克平 ● 311-328 欧州に於ける住居政策と実例 dudly ward

385-388 「一九三一年バウ・メッセ」 蔵田　周忠 ● 本多　修訳

第5号 440-454 交通問題から【２】 アー・シャルロオ 第10号 397-401 欧州に於ける住居政策と実例【２】 dudly ward

高谷　隆太郎訳 本多　修訳

446-454 現代の都市 ル・コルビュジエ 第11号 501-511 欧州に於ける住居政策と実例【３】 dudly ward

秋元　惇明訳 本多　修訳

第13巻(1931)　　7月‐12月 第7号 41-44 1931年独逸建築博覧会 ● ● 第12号 569-589 現代建築及び計画に於ける形式と技術の諸問題 ワルター・グロピウス

45-51 「ドイツ建築博」一巡記 蔵田　周忠 ● ● 蔵田　周忠、本多　修訳

第9号 225 NEWS ● 第20巻(1935)　　1月‐6月 第5号 469-478 都市構成素量の新組織ー新しい住居単位 ル・コルビュジエ

第10号 279-289 フーゴー・へーリンク 蔵田　周忠 ● ● 石村　篤訳

308-309 同人後記 蔵田　周忠 ● 479-482 巴里のアパートメントハウス Haward Robertson

第11号 353-358 へーリンク氏設計のジードルンクに就て 蔵田　周忠 ● ● 本多　修訳

第12号 452-458 アパートメントの室内図解と数字 豊口　克平 ● 483-486 ル・コルビュジエ「第二作品集」を見る 蔵田　周忠 ● ●
第14巻(1932)　　1月‐6月 第4号 386-394 建築問題としての住宅高度 足立　一郎 ● 第21巻(1935)　　7月‐12月 第8号 147－150 建築と都市計画 高橋　壽男 ● ●
第16巻(1933)　　1月‐6月 第1号 31-34 1932→1933 市浦　健 ● 第9号 247－252 日本の都市計画のために 高橋　壽男 ● ● ●

56-59 『建築様式論業』解題【３】 蔵田　周忠 ● 第11号 441-448 「都市計画」の問題 香川　三郎 ● ● ●

●

●

● ●

●

●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ● ● ●

表 1 『国際建築 復刻版』にてジードルンクについての記事の年表 
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